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 早いもので、公益社団法人としての最初の 1 年の 3 分の２が過ぎようとしています。来し方を思い返して

みても記憶は既におぼろげで、今年ほど「光陰矢のごとし」を痛感する年はありません。 
 

 事務局では、来年度事業計画策定の作業が始まりました。目の前に課題はいくつもありますが、経営

資源は無限ではありません。まず取り組むべき課題は何かと取捨選択し、資源を増やすためにはどうすれば

よいかと思いを巡らせるのですが、どうしても堂々巡りになってしまいます。「え～い、めんどくさい！ぶっ壊してや

れ！」という衝動がふつふつと湧き上がってくるのを感じつつ、「いやいや、そんなことしたら、あとが大変だぞ」と

思い直す。その繰り返しです。 

 そもそも、日本キャンプ協会のような公益団体が行っている事業のすべては、「いいこと」で成り立っていま

す。いいことだから廃棄するのはためらわれますが、時代の変化に応じて「いいことだけど、さほど必要でなくなっ

たこと」に変質している場合もあるでしょう。経営資源が限られている以上、こうしたものの廃棄作業は欠か

せません。とはいえ、その仕組みが作られ、続いてきた背景にはさまざまな要因がありますから、そこだけを切り

取って適当にポイと捨ててしまうと、ほかのところに影響が出てきかねません。慎重に、計画的に廃棄すること

が大切です。「これまでずいぶん役に立ってくれたね」と、きちんと評価して、フェードアウトさせる。それはむしろ

「供養」という言葉のほうがぴったりくる扱いです。  
 

 経営資源の有効活用という点では、同時に、手持ちのものを種々組み合わせて活用するというアプロー

チも必要だろうと考えています。これをフランス語でブリコラージュ（Bricolage）と言うのだとか。何かを作る

時に、新たに材料をそろえるのではなくて、自分の周辺にあるものを組み合わせて役立つものを作っていく。

前回、この欄で書いた、台所のありもので満足できる食べ物を作ってしまうことなどは、まさにこのブリコラージ

ュの一例です。幸いキャンプには長い歴史があり、よくわからないものも含めて、たくさんのものが箱の中に詰ま

っている状態です。ごそごそと箱の中身をひっくり返し、「来年度の事業に使えそうなものはないかなぁ‥」と

材料探しに励みます。 

 ブリコラージュは素材の違うものをひっつけるのですから、“いい接着剤”が必要です。その接着剤を見つける

キーワードは、「贈与」なのではないかと思っています。「ブルックリン橋は贈るよりも売るほうが易しい」。これは、

「私はあの橋の持ち主なのですが、10 億円で買いませんか？」と「私はあ

の橋の持ち主なのですが、あなたに差し上げますよ」というのでは、後者を

信じさせるほうがよほど難易度が高いことを示すことばなのだとか。かように

贈与は難しいことですが、贈与が習慣づいている人のところにしか、「いい

こと」は巡ってこないのも間違いのない事実です。「いいこと」の循環の輪の

中でのベストポジションを確保するためには、どのような贈与の構えが必要

なのか。これも大きなテーマです。 
 

 来年度もできるだけたくさんの方に「いいこと」をパスしあう輪の中に入って

いただけるよう、もうしばらく、ない知恵を絞る日々が続きそうです。 
 

事務局長  金山竜也  

 

都道府県キャンプ協会事務局担当者のみなさまへ：県協会内での情報共有を図るため、協会役員の方々への転送をお願いいたします。  
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Ⅰ．年末年始の事務局閉局について 

 日本キャンプ協会事務局の年末年始の閉局は、12月 28日(金)から 1月 3日(木)までです。 

 新年は 1月 4日(金)よりとなりますが、内容によっては対応が 1月 7日(月)以降となる場合もありますの

で、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。 

 

Ⅱ．あつまれ！秋のキッズフェスタ 

 10月 27日(土)に国立オリンピック記念青少年総合センターで、「あ

つまれ！秋のキッズフェスタ」というイベントが行われました。子ど

もの体験活動に携わる多数の団体がブースを構え、さまざまなアクテ

ィビティを提供し、2,000 人を大きく超える人が集まりました。この

イベントには日本キャンプ協会としてもかかわっているのですが、何

しろ小所帯ですので、東京都キャンプ協会と千葉県キャンプ協会にも

ご協力いただきました。 

 東京都キャンプ協会の方々が提供してくださったのは、名札づくり。

特徴は首にかけるためのカラフルなひもです。好きな３色のスズランひ

もを選び、マシンにセットしてハンドルをくるくる回すと、綱状によれ

ていきます。回す度合いによってひもは表情を変えるので、見ているだ

けでも楽しく、ハンドルを回す子どもたちも、それを見ている親御さん

も興味津々です。できあがったひもは、名前を書いた木っ端に通し、自

慢げに首にかけます。 

 千葉県キャンプ協会の方々には、野外力検定・アウトドアチャレンジ

のお試しとして、ロープワークを担当していただきました。ロープの結

び方を学び、水を入れたペットボトルに結びつけ、ほどけないように投

げられたら成功です。写真のとおり、みんな真剣に取り組んでいました。 

 11月 11日(日)には、野外力検定のチャレンジ編の検定会が行われま

したが、千葉県キャンプ協会の方々には、そこでも運営を担当していた

だきました。 

 そして、日本キャンプ協会、日本 YMCA同盟、東京 YWCA、日本ボーイ

スカウト連盟、日本ガールスカウト連盟の 5団体で構成する「出会いと

体験の森へ実行委員会」の 4つのブースもありました。アクティビティ

は、「紙とんぼ」に「スライム」「割りばしでっぽう」「落ち葉アート」。

子どもたちといっしょに作業をするのは、実行委員会が今年度実施した

リーダー交流塾に参加した、各団体のリーダーたちです。 

 準備段階で彼らとのやりとりをしたのですが、「ちょっと頼りないか

なぁ‥」というのが正直な感想でした。しかし当日の様子は、その印象

を覆すものでした。「ねぇ、これどうするの？」「ねぇ、もう始めてもい

い？」「ねぇ、ねぇ、こっち、こっち、こっち～！！！」次から次へと

投げかけられるリクエストに応えるうちに、ずいぶん頼もしい姿に変わ

っていくようでした。 

 この都心での遊びの体験が、たくさんの子どもたちの自然体験活動に

つながるとよいなと思っています。 
 

国立青少年教育振興機構による報告はこちら 

http://www.niye.go.jp/files/items/307/File/H24akikidsFes.pdf 

ハンドルをくるくる回すと、カラフルな

名札用のひものできあがり。 

真剣な表情でロープワークに挑戦。 

次々と出てくる要求に応えるうちに、リ

ーダーの様子も変化します。 

http://www.niye.go.jp/files/items/307/File/H24akikidsFes.pdf
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Ⅲ．２０１３年・秋 アジア・オセアニア・キャンプ会議 in シドニー 

 2013 年 10 月 18 日(金)～21 日(月)の日程で、第 5 回アジア・オセアニア・キャ

ンプ会議が、オーストリア・シドニーで行われます。日本キャンプ協会では 1週間

程度の参加ツアーを設定する予定です。 

 プレゼンテーションの受付は既に始まっていますので、発表（研究発表だけでな

く、クラフトなどの紹介でも OK です）にぜひ挑戦してみてください。春真っ盛り

のシドニーで、世界中のキャンプ関係者との交流を楽しみましょう。 

 

□ 日程：2013年 10月 18日(金)～21日(月) ※会議の日程 

□ 会場：シドニー・オリンピック・パーク（オーストラリア） 

□ 運営：Australian Camps Association・Outdoor Recreation Industry Council 

□ W E B：http://www.aocc2013.org.au/ 

※大会参加ツアーのご案内は春ごろの予定です。 

 

 

キャンプインストラクターの今年度登録の受け付けは 12月 14日までです 

 新規キャンプインストラクターの今年度登録分の受付は、12 月 14 日(金)で締め切ります。今年度分での登録

を希望される場合は、お早めにお送りください。 
 

 平成 25年 4月からの登録を希望される場合は、講習が終了してもすぐに送らず、12月 15日以降に日本キャン

プ協会事務局にお送りください。この場合、会員証の発行までかなり間が空くことになりますので、講習会受講

生に会員サービスの開始が平成 25 年 4 月以降である旨、必ずお伝えいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 

県協会の実施する「広域事業」「公益性の高い事業」の支援を行います ～応募締切 12 月 15 日～ 

 平成 25年度にブロックで共同実施したり、県協会が地域の関係他団体と協力して実施する、キャンプ・ム

ーブメントの拡大に資する事業に対して支援を行います。これは平成 23年度に策定した中期総合計画に則っ

た施策で、各地域でのキャンプ協会の認知を高めるために、地域に根ざした事業が広く行われるよう支援す

るものです。 

 本支援事業は、第 1期として平成 25年度から 27年度の 3年間を予定していますが、まずは平成 25年度分

の募集を行います。 

 締切が迫っています。応募を検討されているブロック、県協会の方はお急ぎお送りください。 
 

対象となる事業 

・ブロックもしくは複数の県協会が協働して実施するもの 
・県協会が関係他団体と協働して実施する、広く一般を対象にしたもの 
・県協会が関係他団体と協働して実施する、新規性、公益性が高いもの 

※既存の事業も対象とします。（最大 3 年間） 

※事業完了後に事業報告・収支報告の提出が必要です。 

※具体的な支援の方法、手続きの詳細については別途規定します。 

支援の内容 資金提供やスタッフトレーニングにつながるアカデミー事業の実施、物品提供など（最大 20万円相当） 

応募締切 平成 24年 12月 15日（結果は平成 25 年 1月下旬に通知します） 
 
 本事業の趣旨、対象となる事業、応募方法等の詳しい内容については、10月上旬に各県協会事務局宛にお送りし
た募集要項をご覧ください。（都道府県キャンプ協会事務局ポータルサイトからもダウンロードできます） 
 

 

 BUCや各種研修等は日本キャンプ協会WEBサイト内「イベントカレンダー」でもご紹介しています。  

http://www.aocc2013.org.au/
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これまで 

10/26 メールマガジン CAMPING News vol.58 発行  
10/27 第 3回 あつまれ！秋のキッズフェスタ / 体験の風をおこそうフォーラム @国立青少年センター 

10/27-28 北海道キャンプ協会 20 周年記念事業（北海道・東北ブロック会議） ＠札幌エルプラザほか 
10/27-28 第 1回 九州キャンプ大会（九州・沖縄ブロック会議） @八女市上郷地区交流センター 

11/11 出会いと体験の森へ リーダー交流塾 最終回 @ガールスカウト会館 
11/11 アウトドアチャレンジ・野外力検定チャレンジ編 @国立青少年センター 

11/16 メールマガジン CAMPING News vol.59 発行  
11/19 第 7回 常務会 @国立青少年センター 

11/20 CONE 安全委員会 @国立青少年センター 
11/22-25 キャンプディレクター(CD)１級養成講習会 @国立中央青少年交流の家 

11/23-25 CD2級(PD)養成講習会（東京都キャンプ協会主催） @大房岬少年自然の家 
11/23-25 幼児キャンプ指導者養成講習会（埼玉県幼児キャンプ推進協議会主催） @埼玉県野外活動センター 

これから 

11/29 (社)中央青少年団体連絡協議会臨時総会 @日本青年館 
12/1-2 CAMPING編集委員会 @朝霧野外活動センター 
12/4 体験の風をおこそう運動推進委員会 ＠国立青少年センター 

12/5-6 CONE リスクマネジメントディレクター講習会 ＠国立青少年センター 
12/6 第 3回アウトドアチャレンジ運営協議会 @ボーイスカウト会館 
12/7 第５回アウトドアチャレンジ野外力検定実行委員会 ＠国立青少年センター 
12/7 メールマガジン CAMPING News vol.60 発行  
12/12 出会いと体験の森へ実行委員会 @ボーイスカウト会館 
12/15 中国・四国ブロック会議 @トエック農園 
12/16 中部・北陸ブロック会議 ＠名城大学名駅サテライト 
12/20 日本キャンプ協会設立記念日  

12/28-1/3 事務局年末年始閉局  
 

助成金 積水ハウスマッチングプログラム ２０１３年度助成団体公募 
 積水ハウス株式会社は CSR 活動の一環としてマッチングギフト(社員等の寄付と同額を会社

が拠出する制度)による基金を用いた助成を行っています。現在 2013年度分の助成申請を受け

付けています。 

□ 基金の種類：「積水ハウスこども基金」「積水ハウス環境基金」 

□ 応 募 締 切：12月 21日(金) 17:00 申請書類必着 

□ 募 集 要 項：http://www.sekisuihouse.co.jp/company/topics/datail/1189729_1381.html 

□ 問い合わせ：大阪ボランティア協会 担当：影浦 Tel.06-6465-8391(代) 
 

2013年度 キープ協会・環境教育事業部『実習生』募集 
 公益財団法人キープ協会・環境教育事業部では、環境教育の「考え方」・「指導

法」・「事業の組立て方」等について実習を通して理解・習得していく長期の実習

生受け入れ制度を導入しており、現在、2013年度の実習生を募集しています。 

□ 実習期間：2013年 4月 1日～2014年 2月 28日 

□ 応募締切：12月 31日(月) 応募書類必着 

□ 募集要項：http://www.keep.or.jp/ja/foresters_school/2012/09/23001510.html 

□ 問合せ先：公益財団法人キープ協会・環境教育事業部 担当：鳥屋尾 Tel. 0551-48-3795 

 

公益社団法人日本キャンプ協会 Monthly Report vol.8 2012/11/26 

発行者：公益社団法人日本キャンプ協会 事務局長 金山竜也 

お問い合わせ ・ 電話: 03-3469-0217    e-mail: ncaj@camping.or.jp 
 

Monthly Report vol.9は 12月 25日(火)ころの発行を予定しています。 

http://www.sekisuihouse.co.jp/company/topics/datail/1189729_1381.html
http://www.keep.or.jp/ja/foresters_school/2012/09/23001510.html

